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海津市まちづくり委員会「第 1 回（仮称）自治基本条例検討分科会」会議録  

 
開 催 年 月 日  平成 19 年 8 月 10 日（金）  
開 催 場 所  海津総合福祉会館１階「研修室１」  
分科会委員定数  16 名  

 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委 員 

 
事 務 局 

 
 
 
 
 
副 市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 

みなさんこんばんは。本日はお忙しい中、ご出席をいただき誠にあ

りがとうございます。 

 これより、海津市まちづくり委員会「第１回（仮称）自治基本条例

検討分科会」を始めさせて頂きます。本来ですと、海津市まちづくり

委員会設置要綱第６条第４項の規定により会長に進行をお願いすると

ころですが、まだ決められておりませんので、事務局において進めさ

せて頂きますことをお許しいただきたいと存じます。 

皆様方には資料を配付させて頂きましたが、配布漏れはございません

でしょうか。 

 また、大変申し訳ございませんが、携帯電話はお切りいただきます

か、マナーモードに切り替えて頂きますようお願いいたします。 

 また、この会議の公開についてですが、委員より特に申し出がない

限り、市報やホームページ、マスコミへの情報提供などその概要を掲

載するなどオープンにして参りたいと存じますがよろしいでしょう

か。 

 

（異議なし） 

 

 ご了承いただいたものと判断いたします。従って、市報やホームペ

ージにも会議等の概要を掲載して参りたいと存じます。 

 それでは、お手元に方にございます次第に沿って会議の方を進めさ

せて頂きたいと思います。 

 まず、水谷副市長よりごあいさつを申し上げます。 

 

 みなさんこんばんは。ご紹介いただきました副市長を仰せつかって

おります水谷と申します。よろしくお願いいたします。 

 本日は海津市まちづくり委員会、仮称ではございますが、自治基本

条例検討分科会にご参加いただきまして大変ありがとうございます。

私どもこういった行政に携わっている者にとりまして昨年は２つのシ

ョック、いわゆる夕張ショックと栗山ショック、この２つが非常に大

きな話題となりました。 

 夕張ショックについては、皆様方よくご存じですが、実は行政をや

っている者にとって同じようにショックだったのが、栗山ショック。 
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事 務 局 

 
 
 
 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 
委 員 

 
事 務 局 

 
 
 
 
 
 
 
 

 これは、夕張市のすぐ南側の小さな町なのですが、何をしたかとい

うと議会基本条例というものを策定しましてこれは非常に画期的、も

ともと自治基本条例、まちづくり条例という事でニセコ町が最先端、

最初にとりかかりをしたのですが、それを受けた形で議会、いわゆる

地元の選挙民の方が選出された議員さんがまちづくりにどうかかわっ

ていくかという事ですが、議員さんと選挙民との関係、住民の方と議

員との関係を条例にしたためたものですが、非常に画期的なものだと

いう事で新しい地方自治というか、住民自治、団体自治のあり方を示

したものという事で非常に画期的なもので栗山ショックという言い方

をされているのですが、いろいろな先見的な事例、先進的な事例がご

ざいますがそういったものを参考にして頂きながら当海津市において

いわゆる本来の住民自治、団体自治がどのような形でまちづくりとい

うものをひとつの手掛かりにして展開していったらよいかという事を

この場でご検討して頂ければ大変幸いだと思っています。 

 今後の検討を大変期待しておりますのでお願いいたします。 

 

 続きまして委員の委嘱を皆様方にさせて頂きたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 

（委嘱状交付） 

 

 ありがとうございました。本分科会ではお手元にお配りしておりま

す要綱に基づきまして委員として１５名の皆様にお願いをしておりま

す。 

 それでは、次第に沿って進めさせて頂きます。自己紹介という事で

お願いをしたいと思います。 

 鈴木先生の方から順番にお願いします。 

 

（自己紹介） 

 

 それでは会の方を進めさせて頂きます。 

 分科会長、副分科会長の選出についてですが、分科会長及び副分科

会長につきましては、要綱第６条第３項の規定によりまして委員の中

で互選する事となっておりますがいかがさせて頂きましょうか。 

 ほかの分科会、実はまちづくり委員会には４つの分科会がございま

す。 

この自治基本条例のほかに希少生物保護育成分科会、戦略的交通シ

ステム検討分科会、グリーン・ツーリズム検討分科会がございますが、

ほかの３つの分科会ですが、名簿をみて頂きますと１番から５番まで
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委 員 

 
 
 
 
事 務 局 

 
 
永 田 分 科 会 長 

 
 
 
伊藤副分科会長 

 
 
 
 
 
 
 
 
事 務 局 

 
 
 

の公募市民の中で一人、１１番から１４番までの問題にかかわる企業

や商店街・ボランティア組織等団体関係者の中において、要は、地域

住民の方の中から選んで頂いております。お一人ずつが選ばれており

まして、その中で分科会長、副分科会長を選出いただいております。 

 分科会長につきましては、分科会を主宰して頂き、幹事会に出席し

て頂きます。 

 分科会は、２か月に１回程度開催したいと考えております。幹事会

は年に３回程度開催したいと思います。そういったお仕事をして頂き

ます。また、事務的な手続きは事務局で作成いたしますので、お手を

煩わせる事は余りないと思います。ほかの分科会にならいまして、１

番から５番までの方でお一人、１１番から１４番までの方でお一人選

んで頂いて分科会長、副分科会長を選んで頂く方向でよろしいでしょ

うか。 

 

（異議なし） 

 

 分 科 会 長：永 田 実 彦 氏 

 副分科会長：伊 藤 清 江 氏 

 

 それでは、分科会長さん、副分科会長さん一言ずつごあいさつをお

願いいたします。 

 

 ただいま、不肖私、永田が若さだけでやらせて頂こうかと思います。

この会がスムーズに進行できるよう皆様のご協力をよろしくお願いい

たします。 

 

 私みたいな者が副会長でといわれたのですが、何か場違いみたいな

感じがいたしますが、何かに付けて私興味がありまして一生懸命何か

についてやりたいなぁという気持ちがたくさんありますので、ちょっ

と行き届かない点がたくさんあるかと思いますのでみなさんのご協力

を得まして大役を果たせたらなぁと思っています。男の方がみえる中、

私っていわれたもので、すぐに受けちゃって申し訳ございませんけれ

どがんばってつとめさせて頂きたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

 それでは会を進めていきたいと思います。 

 それでは、要綱第６条第４項の規定によりまして、分科会長さんに

は、分科会を主宰し、会議の議長となる、という事になっております

ので、永田分科会長さん会議進行をお願いいたします。 
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永 田 分 科 会 長 

 
 
 
事 務 局 

 
永 田 会 長 

 
 
 
委 員 

 
永 田 会 長 

 
 
 
 

鈴 木 教 授 

 

 

 それでは、協議事項に入らせて頂きます。協議事項が（１）から（３）

までございますが、関連がございますので一括して事務局より説明を

お願いいたします。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 ただいま、事務局より（１）まちづくり委員会についてから（３）

今後のスケジュールについてまでの説明がありましたが、何か御意

見・御質問はございませんか。 

 

（意見なし） 

 

質問もないようですので、協議事項は終了させて頂きます。 

次に、本分科会の委員でもございます岐阜経済大学経済学部 鈴木

誠教授より自治基本条例についてお話をお願いしたいと存じます。 

鈴木誠教授お願いいたします。 

 

（自治基本条例・市民協働について説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


